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豆まきの準備のため、楽しそう
に鬼のお面を作る子どもたち。で
きあがったお面をかぶり、「ガオ
ー！」と元気いっぱい走りまわっ
ていました。

すくすく園　鬼のお面づくり

じょうずでしょ！
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12月定例会のあらまし

12月定例会

令和元年度
一般会計補正予算など可決
～庁内情報化推進事業費等について議論～

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

　12月定例会は、12月５日から20日までの16日間の会期で開かれました。
　今定例会では、令和元年度補正予算や条例改正の議案などが提出され、これらについては、
本会議での総括質疑後、予算に係る議案は予算決算委員会へ付託され、また、条例改正等の議
案、陳情は総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、審査が行われました。
　今定例会に提出された議案等とその審議結果は８㌻のとおりです。
　なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、６名の議員が代表質問、18名の議
員が個人質問を行いました。

カ
ー
ド
交
付
円
滑
化
計
画
の
考
え
方
は

マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ
の
設
定
支
援
の
目
的
は

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
円
滑
化
計
画
は
、
ど
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
策

定
し
た
の
か
。

　

国
に
お
い
て
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
人
口
に

対
す
る
交
付
枚
数
率
を
令

和
２
年
７
月
末
ま
で
に
23

・
５
％
以
上
、
令
和
３
年

３
月
末
ま
で
に
47
・
１
％

以
上
、
令
和
５
年
３
月
末

ま
で
に
90
％
以
上
と
す
る

基
準
を
示
し
て
い
ま
す
。

問　

マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ
を
設

定
す
る
た
め
の
支
援
を
行

う
目
的
は
何
か
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

普
及
拡
大
だ
け
が
本
事
業

の
目
的
で
は
な
く
、
消
費

税
増
税
後
の
消
費
活
性
化
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
景
気

の
落
ち
込
み
防
止
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
促
進

の
４
つ
の
目
的
が
あ
り
ま

す
。
企
画
政
策
部
に
お
い

て
は
、
す
で
に
個
人
番
号

本
市
に
お
い
て
も
令
和
５

年
３
月
末
ま
で
に
90
・
２

％
と
す
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
円
滑
化
計
画
を
策

定
し
、
普
及
を
進
め
る
た

め
の
体
制
整
備
を
図
り
な

が
ら
、
目
標
達
成
の
た
め

の
取
組
を
行
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る

方
へ
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の

設
定
を
促
し
、
ま
た
そ
の

設
定
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
等

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
支
援
を

考
え
て
い
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
自

体
は
、
市
民
部
に
お
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
円

滑
化
計
画
に
沿
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

庁
内
情
報
化
推
進
事
業
費

住
民
基
本
台
帳
事
務
費
お
よ
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
費
　
　
　

【
事
業
概
要
】　

　

国
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用
い
た
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
た
め
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用
い
て
「
マ

※

イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
」
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

支
援
を
行
う
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

　

臨
時
職
員
賃
金
等　
　
　
　
　
　

２
２
８
万
２
千
円

　

勧
奨
通
知
作
成
等
業
務
委
託
料　

２
３
９
万
６
千
円

【
事
業
概
要
】　

　

国
の
基
準
に
基
づ
き
策
定
し
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

円
滑
化
計
画
に
沿
っ
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
を
進

め
て
い
く
た
め
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
、
予
算
措
置
す

る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
費
等　

２
０
９
万
６
千
円

　

統
合
端
末
増
設
分
借
上
料　
　

９
万
１
千
円

議案第120号
令和元年度一
般会計補正予
算（第４号）

※　マイキーⅠＤとは
マイナンバーカードのＩＣチップ内の利用者が本人であるこ
とを証明する電子証明書を用いて、利用者が任意に発行する
ＩＤ（マイナンバーとは異なる番号）。

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査



※１　債務負担行為とは
歳出予算、継続費、繰越明許費に定めた以外
に、地方公共団体が債務を負担することを定
めたもの。例えば、その年度に契約を締結す
るものの、支払いは翌年度となる場合は、歳

出予算は翌年度計上となるが、その年度に債
務負担行為の設定が必要となる。
※２　人家連たんとは
人が住む家などの建築物が連なっていること。
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計
画
に
基
づ
い
た
体
制
整
備
の
必
要
性
は

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
円
滑
化
計
画
に
基
づ
い

た
体
制
整
備
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
。

　

国
に
お
い
て
、
個
人

番
号
の
利
活
用
の
促
進
を

図
る
た
め
、
令
和
２
年
度

か
ら
の
個
人
番
号
制
度
を

活
用
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
消
費
活
性
化
策

や
、
令
和
３
年
３
月
か
ら

の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
と
し
て
の
本
格

運
用
な
ど
の
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
見
込
ん

で
交
付
枚
数
率
の
想
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
策
の
実
施
に
伴
い
、

市
と
し
て
も
交
付
手
続
き

の
集
中
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
必
要
と
な
る
体

制
整
備
を
図
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

市
民
要
望
の
優
先
順
位
は

市
民
要
望
に
応
え
る
た
め
の
予
算
確
保
は

問　

道
路
の
舗
装
や
修
繕

の
市
民
要
望
に
つ
い
て
、

優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

舗
装
に
つ
い
て
は
、

幅
員
や
利
用
度
、
人※

２

家
連

た
ん
の
状
況
な
ど
、
ま
た
、

問　

道
路
に
関
す
る
市
民

要
望
に
応
え
る
た
め
の
予

算
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

令
和
元
年
９
月
定
例

会
に
お
け
る
議
会
か
ら
の

要
望
的
意
見
を
受
け
、
次

年
度
予
算
で
は
、
例
年
よ

り
多
く
の
予
算
が
確
保
で

き
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
市
民
要
望
に

道路補修の様子

母
子
保
健
事
業
費

対
象
者
が
増
加
し
た
理
由
は

問　

未
熟
児
養
育
医
療
費

の
対
象
者
が
増
加
し
た
理

由
は
何
か
。

　

子
ど
も
に
係
る
医
療

費
制
度
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
医
療
費
と
未
熟
児
養

育
医
療
費
の
２
つ
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
医
療
機
関
に
対

し
て
は
目
的
に
応
じ
た
制

度
の
利
用
を
依
頼
し
て
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
医
療

費
に
つ
い
て
は
手
続
き
が

不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
医
療
費
制
度
が
利

用
さ
れ
て
き
た
実
態
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
、
指
定

養
育
医
療
機
関
で
あ
る
竹

田
綜
合
病
院
に
お
い
て
、

制
度
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

未
熟
児
養
育
医
療
費
制
度

の
積
極
的
な
活
用
を
進
め

た
こ
と
に
伴
い
、
未
熟
児

養
育
医
療
費
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

制
度
の
活
用
に
向
け
た
取
組
は

問　

未
熟
児
養
育
医
療
費

制
度
の
活
用
に
向
け
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　

制
度
の
活
用
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
医
療
機

維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
、

危
険
度
や
損
傷
度
、
主
要

幹
線
道
路
で
あ
る
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
、
数
値
化
し
た

う
え
で
優
先
順
位
を
判
断

し
て
い
ま
す
。

応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

関
の
理
解
や
未
熟
児
を
持

つ
保
護
者
の
協
力
が
必
要

と
な
る
た
め
、
今
後
と
も

制
度
の
周
知
や
申
請
手
続

き
の
簡
略
化
な
ど
に
努
め

て
い
く
考
え
で
す
。

道
路
維
持
修
繕
事
業
お
よ
び
市
道
舗

装
整
備
事
業
（
債
務
負
担
行
為
）
　

【
概
要
】　

　

早
期
発
注
に
よ
る
公
共
工
事
の
発
注
時
期
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
】

　

道
路
維
持
修
繕
事
業　

２
９
０
０
万
円

　

市
道
舗
装
整
備
事
業　

２
０
０
０
万
円

【
事
業
概
要
】　

　

未
熟
児
が
指
定
養
育
医
療
機
関
に
お
い
て
必
要
な
入
院

医
療
を
受
け
た
場
合
に
、
医
療
費
を
公
費
に
よ
り
負
担
す

る
た
め
、
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

　

扶
助
費
（
未
熟
児
養
育
医
療
費
）
２
１
９
３
万
２
千
円

12月定例会日程
５日（木）
招集日
本会議（議案等提案理由説明）
９日（月）
本会議（代表質問）
1０日（火）、1１日（水）
本会議（個人質問）
1２日（木）
本会議（総括質疑）
予算決算委員会
1３日（金）
文教厚生委員会・建設委員会
予算決算委員会第２・第４分科会
1６日（月）
総務委員会・産業経済委員会
予算決算委員会第１・第３分科会
1８日（水）
予算決算委員会
2０日（金）
最終本会議（委員会審査報告～表決）

※
1賛

否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査



区　　分 会議
日数 会議時間

議会運営委員会 39日 12時間29分
議員全員協議会 １日 59分
各派代表者会議 18日 7時間19分
広報広聴委員会 20日 32時間

政
策
討
論
会

全体会 １日 1時間 4分
第１分科会 15日 15時間 2分
第２分科会 19日 11時間40分
第３分科会 11日 9時間55分
第４分科会 12日 10時間38分
議会制度検討委員会 ５日 5時間36分

区　　分 会議
日数 会議時間

総務委員会協議会 ８日 4時間 7分
文教厚生委員会協議会 12日 8時間56分
産業経済委員会協議会 ８日 6時間18分
建設委員会協議会 ７日 4時間49分
予
算
審
査
決
算

審
査
準
備
会

第１分科会 ５日 5時間11分
第２分科会 ３日 1時間50分
第３分科会 ４日 54分
第４分科会 ３日 43分

委員会等の開催状況
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鶴ケ城と桜

文
化
庁
に
申
請
す
る
内
容
は

問　

今
後
、
文
化
庁
に
現

状
変
更
の
申
請
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
申
請

の
内
容
と
、
許
可
ま
で
の

期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

史
跡
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
た
め
、
ラ
イ
ト
の

設
置
の
あ
り
方
、
設
置
場

所
、
設
置
方
法
等
の
詳
細

な
資
料
を
基
に
文
化
庁
へ

現
状
変
更
の
申
請
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
申
請
の
実
績
か
ら

判
断
す
る
と
、
あ
ま
り
時

間
は
か
か
ら
ず
に
許
可
が

下
り
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

限
度
額
が
増
え
た
理
由
は

桜
の
花
見
会
場
の
場
所
は

問　

本
年
度
の
債
務
負
担

行
為
の
限
度
額
は
昨
年
度

の
金
額
よ
り
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

問　

令
和
２
年
４
月
の
若

松
城
に
お
け
る
桜
の
花
見

会
場
の
場
所
は
、
決
定
し

た
の
か
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
エ

リ
ア
を
若
松
城
の
二
ノ
丸

へ
拡
大
す
る
こ
と
並
び
に

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

若
松
城
の
桜
の
花
見

会
場
の
設
営
等
に
つ
い
て

は
、
史
跡
を
管
理
し
て
い

る
建
設
部
と
会
津
若
松
観

史
跡
若
松
城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

（
債
務
負
担
行
為
）　
　
　
　
　
　
　

【
概
要
】　

　

桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
史
跡
若
松
城
跡
の
桜
、
石

垣
、
濠ほ

り

な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
演
出
す
る
こ
と
で
、

城
郭
と
し
て
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
観
光
誘
客
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
当
初
か
ら
直
ち
に
実
施
す
る
た

め
に
、
本
年
度
中
に
契
約
手
続
き
を
完
了
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
】

　

史
跡
若
松
城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業　

９
９
０
万
円

議案第123号
令和元年度観
光施設事業特
別会計補正予
算（第２号）

光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
協
議
が

な
さ
れ
決
定
し
ま
す
。
現

時
点
で
は
、
若
松
城
の
本

丸
や
、
新
た
に
芝
生
が
養

生
さ
れ
て
い
る
二
ノ
丸
に

つ
い
て
も
、
最
終
決
定
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
観
光

商
工
部
と
し
て
は
そ
の
決

定
に
基
づ
い
て
、
観
光
誘

客
の
た
め
Ｐ
Ｒ
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査



区　　分 会　　　期 会議
日数 会議時間 質問者数 質疑者数 傍聴者数

２月定例会 2/21～3/18 26日間 ７日 33時間38分 22人 20人 64人
６月定例会 6/13～6/28 16日間 ６日 22時間43分 22人 4人 103人
９月定例会 9/12～10/3 22日間 ６日 22時間49分 20人 5人 40人
12月定例会 12/5～12/20 16日間 ６日 26時間35分 24人 4人 69人

計 80日間 25日 105時間45分 88人 33人 276人
２月臨時会 2/12 １日間 １日 1時間15分 － 6人 0人
８月臨時会 8/27～8/28 ２日間 ２日 1時間47分 － 0人 2人

計 ３日間 ３日 3時間 2分 － 6人 2人
合計 83日間 28日 108時間47分 88人 39人 278人

区　　分 会議
日数 会議時間

総務委員会 ７日 9時間47分
文教厚生委員会 ９日 16時間13分
産業経済委員会 ４日 7時間 7分
建設委員会 ５日 8時間59分
予算決算委員会 ８日 5時間53分

第１分科会 ８日 41時間51分
第２分科会 ８日 45時間55分
第３分科会 ６日 34時間43分
第４分科会 ６日 30時間49分
理事会 ３日 13分

令和元年中の本会議および

※　企業会計とは
一般的には、株式会社等の民間企業における会計をいうものであるが、地方財
政上は、地方公営企業法の全部又は一部が適用される公営企業の会計をいう。あいづわかまつ広報議会　 2 ．2 ．1�5

下
水
道
使
用
料
へ
の
影
響
は

問　

下
水
道
事
業
の
会
計

が
企

※

業
会
計
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
使

用
料
も
改
定
さ
れ
る
の
か
。

　

企
業
会
計
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
料

の
改
定
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
仮
に
使
用
料
の
改
定

の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
上
下

水
道
事
業
経
営
審
議
会
で

の
審
議
も
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
方
法
は

問　

下
水
道
事
業
の
会
計

が
企
業
会
計
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
使

用
料
の
支
払
い
方
法
に
つ

い
て
変
更
は
あ
る
の
か
。

　

現
在
、
上
水
道
と
下

水
道
の
両
方
を
使
用
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
水

道
料
金
セ
ン
タ
ー
が
窓
口

と
な
り
、
使
用
料
の
納
付

書
を
一
つ
に
ま
と
め
て
発

行
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
下
水
道
の
み
を
使

用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
下
水
道
課
が
納
付
書

を
発
行
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
組
織
統
合
す
る
令
和

２
年
４
月
か
ら
は
、
下
水

道
の
み
を
使
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
も
水
道
料
金

セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
使
用
料
の
支
払
い
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
合
さ
れ
る
事
業
の
管
理
運
営
方
針
は

問　

今
後
の
農
業
集
落
排

水
事
業
お
よ
び
個
別
生
活

排
水
事
業
の
管
理
運
営
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

会
計
上
は
１
つ
に
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で

す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
事
業
、
個
別
生
活
排

水
事
業
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

ご
と
に
分
析
し
な
が
ら
、

将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

す
が
、
ま
ず
は
、
市
民
の

皆
様
に
適
正
な
下
水
道
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
考

え
で
す
。

下
水
道
事
業
へ
の
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
　
　
　
　
　

【
条
例
制
定
の
趣
旨
・
理
由
】　

　

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
を
適
用
す
る

こ
と
等
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
の
改
正
を
行
う
た
め
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議案第138号
会津若松市下
水道事業への
地方公営企業
法の適用等に
伴う関係条例
の整備に関す
る条例

水道料金センター（水道部庁舎）

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査



あいづわかまつ広報議会　 2 ．2 ．1 �6

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】　

　

小
金
井
第
２
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

施
設
の
賃
貸
借
契
約
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
を

移
設
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問　

小
金
井
第
２
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
を
移
設
す
る
経
緯

と
、
利
用
す
る
児
童
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
小
金
井
第
２

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
県
職

員
公
舎
を
利
用
し
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
県
よ
り
当

該
建
物
の
解
体
に
伴
い
、

今
年
度
末
を
も
っ
て
賃
貸

借
契
約
を
解
除
す
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
民

間
所
有
の
鉄
骨
建
て
事
務

所
へ
の
移
設
を
行
う
も
の

で
す
。
移
設
先
の
施
設
は
、

こ
れ
ま
で
の
施
設
よ
り
も

小
金
井
小
学
校
に
近
く
、

ま
た
利
用
可
能
面
積
も
広

く
な
る
た
め
、
定
員
を
10

名
増
や
し
、
40
名
と
す
る

計
画
で
す
。
一
方
で
、
施

設
ま
で
の
移
動
に
国
道
を

横
断
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
小
金
井
第
２
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
小

学
４
年
生
以
上
の
高
学
年

の
児
童
の
利
用
と
し
、
低

学
年
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

小
金
井
第
１
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
の
利
用
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
関
係
団
体
と
の
情
報
共
有
は

問　

給
食
訪
問
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
利
用
し
た
見
守
り

活
動
の
情
報
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
と
ど
の
よ
う
に

情
報
共
有
し
て
い
る
の
か
。

　

見
守
り
情
報
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
と
し
て

の
取
り
扱
い
に
注
意
を
し

な
が
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア

会
議
な
ど
の
場
を
活
用
し

て
必
要
な
情
報
の
共
有
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

孤
立
死
等
防
止
対
策
連
携

会
議
な
ど
と
の
連
携
も
進

め
な
が
ら
、
関
係
団
体
間

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議案第134号
会津若松市放
課後児童健全
育成事業に関
する条例の一
部を改正する
条例

議案第128号
令和元年度介
護保険特別会
計補正予算
（第２号）

介
護
保
険
特
別
会
計

【
概
要
】　

　

職
員
人
件
費
の
調
整
、
保
険
給
付
費
（
高
額
医
療
合
算

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
）
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
（
訪
問

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
）
の
増
額
を
行
う
た
め
、
予
算
措

置
す
る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

　

職
員
人
件
費　
　
　

６
７
２
万
７
千
円

　

保
険
給
付
費　
　
　

２
７
０
万
円

　

地
域
支
援
事
業
費　

６
８
６
万
２
千
円

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
増
額
の
理
由
は

問　

食
事
の
調
理
が
困
難

な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
訪
問

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
費

は
、
な
ぜ
増
額
と
な
っ
た

の
か
。

　

こ
れ
ま
で
本
事
業
に

よ
る
配
食
数
は
、
月
平
均

３
７
０
０
食
前
後
で
推
移

し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
11
月
時
点
に
お
い
て

は
、
月
平
均
６
０
０
０
食

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本
事
業
に
参
入
す

る
事
業
者
が
４
者
ま
で
増

加
し
、
選
択
肢
が
増
え
た

こ
と
で
、
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考

え
て
い
ま
す
。

①
斎
藤　

基
雄 

議
員

・
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
（
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
）
ほ
か

②
松
崎　

新 

議
員

・
繰
越
明
許
費
（
林
業
専
用
道
整
備
事
業
）（
令
和

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

③
原
田　

俊
広 

議
員

・
庁
内
情
報
化
推
進
事
業
費
（
令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
）
ほ
か

④
吉
田　

恵
三 

議
員

・
会
津
若
松
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
ほ
か

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査



案件 陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

陳情第５号
会津若松市ソ
フトボール競
技場の早期建
設について

　次の事項につい
て、特段の措置を
講じてほしい。
１　市は、県大会
以上の公式大会が
開催可能となるソ
フトボール競技場
を早期に建設する
こと。
２　市は、県大会
以上の公式大会が
開催できるよう施
設・設備等の整備
をすること。　

　文教厚生委員会の審査において行われ
た委員間討議では、種々意見が交わされ
ましたが、「本陳情事項については、これ
まで利用していた会津総合運動公園の多
目的サッカー・ラグビー場が人工芝化さ
れたことにより、会津総合運動公園内に
４面を確保できていたソフトボール競技
場のうち、２面が利用できなくなり、競
技会場の確保等、大会運営に支障をきた
している陳情者の事情は理解できる。現
時点において新たなソフトボール競技場
を建設することは困難であるが、本市の
スポーツ施策の充実を考えた場合、既存
施設の改修によるソフトボール競技場の
整備の必要性は認められる」との共通認
識に至りました。

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然と
認められることから採択すべきものと決
められました。

採択
一部の議員から質

疑があり、本陳情は
表決に付された結
果、賛成多数をもっ
て採択されました。

陳情第３号
会津若松市ソ
フトボール競
技場の早期建
設について

（令和元年９
月提出分）

　市は、県大会以
上の公式大会が開
催可能となるソフ
トボール競技場を
早期に建設してほ
しい。

　本陳情については、10月29日および11
月８日に文教厚生委員会を開催し、執行
機関に対する確認等を行い、ソフトボー
ル競技場の必要性や整備における手法等
について、慎重に審査を重ねた経過にあ
りますが、陳情第５号の提出に先立ち、
11月22日付で陳情者から取り下げの申し
出が提出されたことから、取り下げに同
意を与えるべきものと決められました。

取り下げに同意

陳情書請願書12月定例会で審査された陳情の審査の経過
と結果をお知らせします。

あいづわかまつ広報議会　 2 ．2 ．1�7

議案第120号　令和元年度一般会計補正予算（第４号）を賛成多数で原案可決

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査
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12月定例会に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

143
会津若松市公設地方卸売市
場の指定管理者の指定につ
いて

144 議員の派遣について
（県市議会議長会議員研修）

145 議員の派遣について
（総務委員会行政調査）

146 議員の派遣について
（文教厚生委員会行政調査）

147 議員の派遣について
（産業経済委員会行政調査）

148 議員の派遣について
（建設委員会行政調査）

以上、可決
報　　　　告（２件）

14 監査の結果報告について

15 会津若松市議会議会運営委
員会委員の選任について
選　　　　挙（１件）

4

選挙管理委員及び補充員の
選挙
・選挙管理委員
　渡部 久雄さん（門田町）
　馬場 和廣さん

　（大塚二丁目）
　星 照代さん

（西年貢一丁目）
　長尾 精記さん

（柳原町一丁目）
・補充員
　木野 秀夫さん

（北会津町）
　庄司 遼さん

（材木町二丁目）
　渡邊 俊明さん（館馬町）
　小池 新二さん（河東町）
陳　　　　情（２件）

陳情
5

会津若松市ソフトボール競
技場の早期建設について

（会津若松市ソフトボール
協会 会長 品田 尚孝さん他
３名）

採択

陳情
3

会津若松市ソフトボール競
技場の早期建設について

（令和元年９月提出分）
取り下げ

番号 件　　　　　名
議　　　　案（43件）

119
会津若松市議会参考人等の
実費弁償に関する条例の一
部を改正する条例

120

令和元年度会津若松市一般
会計補正予算（第４号）

（以下130号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

121 水道事業会計（第１号）

122 国民健康保険特別会計（第
２号）

123 観光施設事業特別会計（第
２号）

124 下水道事業特別会計（第２
号）

125 地方卸売市場事業特別会計
（第２号）

126 扇町土地区画整理事業特別
会計（第２号）

127 農業集落排水事業特別会計
（第２号）

128 介護保険特別会計（第２号）

129 個別生活排水事業特別会計
（第２号）

130 後期高齢者医療特別会計
（第２号）

131 会津若松市特別会計条例の
一部を改正する条例

132
会津若松市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改
正する条例

133
会津若松市職員の給与に関
する条例の一部を改正する
条例

134
会津若松市放課後児童健全
育成事業に関する条例の一
部を改正する条例

135

会津若松市簡易水道事業に
地方公営企業法の財務規定
等を適用する日を定める条
例

136 会津若松市簡易水道事業の
設置等に関する条例

137
会津若松市下水道事業に地
方公営企業法の規定を適用
する日を定める条例

番号 件　　　　　名

138

会津若松市下水道事業への
地方公営企業法の適用等に
伴う関係条例の整備に関す
る条例

139 会津若松市上下水道事業経
営審議会条例

149

令和元年度会津若松市一般
会計補正予算（第５号）
（以下158号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

150 水道事業会計（第２号）

151 国民健康保険特別会計（第
３号）

152 観光施設事業特別会計（第
３号）

153 下水道事業特別会計（第３
号）

154 扇町土地区画整理事業特別
会計（第３号）

155 農業集落排水事業特別会計
（第３号）

156 介護保険特別会計（第３号）

157 個別生活排水事業特別会計
（第３号）

158 後期高齢者医療特別会計
（第３号）

159
会津若松市議会議員の議員
報酬等に関する条例の一部
を改正する条例

160

特別職の職員の給与に関す
る条例及び会津若松市水道
事業管理者の給与に関する
条例の一部を改正する条例

161
会津若松市職員の給与に関
する条例等の一部を改正す
る条例

以上、原案可決

140 行仁小学校校舎新築工事請
負契約の一部変更について

141
行仁小学校屋内運動場新築
工事請負契約の一部変更に
ついて

142
会津若松市河東農村環境改
善センターの指定管理者の
指定について

※アミかけ部分が採決で賛否が分かれた案件です。
※アミかけ以外は全会一致による可決や採択等を表しています。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討
　
　
　
論

一
般
質
問

審
議
結
果
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12月定例会賛否一覧　　  ※これ以外の案件等は８㌻のとおり全会一致で可決等されています。
会派名　　　

議員名

議案等名

議決結果 反
対: 

賛
成

市民クラブ フォーラム会津 社民党 創風あいづ 公明党 みらい 共産 夢
髙
橋

　
義
人

小
倉
孝
太
郎

成
田

　
眞
一

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

中
島

　
好
路

渡
部

　
　
認

髙
梨

　
　
浩

譲
矢

　
　
隆

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

目
黒
章
三
郎

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

樋
川

　
　
誠

小
畑

　
　
匠

後
藤

　
守
江

大
竹

　
俊
哉

原
田

　
俊
広

斎
藤

　
基
雄

成
田

　
芳
雄

議案第120号　令和元年度会津
若松市一般会計補正予算（第４
号）

原案可決 25： 2 ○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●
討

●○

議案第149号　令和元年度会津
若松市一般会計補正予算（第５
号）

原案可決 24： 2 ○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●
討

●欠

議案第150号　令和元年度会津
若松市水道事業会計補正予算

（第２号）
原案可決 24： 2 ○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●

討
●欠

議案第159号　会津若松市議会
議員の議員報酬等に関する条例
の一部を改正する条例

原案可決 22： 4 ○○○−○○●
討

○○○●○○○○○○○○○○○○○○●
討

●欠

議案第160号　特別職の職員の
給与に関する条例及び会津若松
市水道事業管理者の給与に関す
る条例の一部を改正する条例　

原案可決 24： 2 ○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●
討

●欠

陳情第５号　会津若松市ソフト
ボール競技場の早期建設につい
て

採択 26： 1 ○○○−○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　討は討論がなされた案件　　
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　社民党⇒社会民主党・市民連合　みらい⇒みらいの会　共産⇒日本共産党会津若松市議団　夢⇒夢クラブ

討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成
か反対かの自己の意見を表明することをいいます。なお、
12月定例会で討論があったものすべてを掲載しています。
本市では、討論に先立ち議員間討議を位置付け、議論の

経過を含めた説明責任を適切に果たすこととしています。

議案第120号　令和元年度会津若松市一般会計補正予算（第４号）

反対
　原田 俊広 議員
　この予算には、個人番号カードを用いてマイナポイントを活用するためのマイキーＩＤ設
定の支援と、個人番号カードの普及のための事業が含まれているが、個人番号制は国がすべ

ての国民に番号を付け管理する憲法にも違反するとの議論も多い制度である。マイナポイントはその
普及のための呼び水であり、税金の無駄遣いであるため反対する。

議案第149号　令和元年度会津若松市一般会計補正予算（第５号）
議案第150号　令和元年度会津若松市水道事業会計補正予算（第２号）
議案第159号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
議案第160号　�特別職の職員の給与に関する条例及び会津若松市水道事業管理者の給与に関する

条例の一部を改正する条例

反対
　原田 俊広 議員
　これらの案件は、県の特別職の給与改定に準じて、市議会議員および市長をはじめとした
特別職と水道事業管理者の期末手当の引き上げを行うものであるが、これらの期末手当の引

き上げを県に準じて行う理由がなく、たとえ期末手当であっても、特別職報酬等審議会の意見を伺っ
て提案され決められるべきであり、反対である。

議案第159号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

反対
　内海 基 議員
　本市の経済状況等を考えれば、議員の期末手当の引き上げは市民の理解を得られないと考
える。また、全国的に地方議員の不祥事が相次ぎ、地方議会への不信感が募っている状況を

鑑みれば、信頼を回復するために議会自らが襟を正し、改革を進めていかなければならず、その改革
を実行する前に議員の期末手当を引き上げることはできない。

議
案
等
の
審
査

審
議
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論
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一般質問
市の考えを問う

一般質問は、市政全般の事務事業について市の方針をただすものです。
１２月定例会の一般質問は、１２月９日から１１日まで行われ、６名の議員が会派を代表して質
問をする代表質問を行い、１８名の議員が個人質問を行いました。
その主な内容を、一人一項目とし、代表質問は登壇順（質問順）に、個人質問は分野別に掲載

しました。

各議員の名前の下に掲載してある二次元
バーコードから各議員の一般質問の録画映
像にアクセスできます。（スマートフォン用）
１２月定例会録画映像の
トップページはこちらから⇒

会議録が閲覧できます
　１２月定例会の会議録は２月中旬からご覧い
ただけます。

①インターネット上での閲覧
　市議会ホームページの会議録検索システム
をご利用ください。

②会議録（印刷したもの）による閲覧
会津図書館、各公民館、議会事務局、市政

情報コーナーに設置しています。

議会映像配信を行っています
市議会ホームページよりご覧いただけます。
①ライブ映像

　定例会および臨時会の
本会議ならびに予算決算
委員会の開催中に、ユー
チューブライブにより配
信しています。
②録画映像

定例会および臨時会の閉会から約１カ月後
に、ユーチューブにより配信しています。

（分野目次）
◇産業・経済 ................... P14
◇建設・都市計画.............. P15
◇教育・文化.................... P16
◇行財政.......................... P17
◇生活・環境.................... P18
◇健康・福祉.................... P19

ここが聞きたい

個 人 質 問
（会派目次）
◆市民クラブ.................... P11
◆フォーラム会津.............. P11
◆社会民主党・市民連合 ... P12
◆創風あいづ ................... P12
◆公明党 ......................... P13
◆みらいの会.................... P13

会派を代表し市政を問う

代 表 質 問

ここをクリック

議
案
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審
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議
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論

一
般
質
問
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ア
イ
ヅ
ラ
イ
ス
の
販
売
戦
略
は

小
規
模
校
学
区
に
地
域
活
力
の
取
組
を

  

ブ

※

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施
策
を
推
進

  

小
中
一
貫
校
や
特
認
校
制
も
有
効

問　

会
津
産
厳
選
コ
シ
ヒ

カ
リ
（
ア
イ
ヅ
ラ
イ
ス
）

の
生
産
実
績
お
よ
び
販
売

戦
略
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヅ
ラ
イ
ス
は
、

会
津
清
酒
の
酒
粕
を
肥
料

に
使
用
し
、
特
別
栽
培
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
栽

培
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
中

で
も
、
等
級
や
食
味
値
に

よ
り
厳
選
し
た
会
津
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
あ
り
、
平
成

30
年
産
米
の
生
産
実
績
は
、

生
産
者
数
が
11
経
営
体
、

作
付
面
積
が
約
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
精
米
後
の
生
産
量

が
約
21
ト
ン
で
す
。
商
品

名
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

問　

小
規
模
校
の
学
区
に

お
い
て
、
小
中
一
貫
教
育

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
併
せ
持
っ
た
教
育

を
進
め
、
そ
の
地
域
の
特

性
や
特
徴
を
活
か
す
こ
と

に
よ
り
、
若
者
の
定
着
や

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
に
お
け
る
学
校

の
役
割
は
大
き
く
、今
後
、

少
子
化
の
さ
ら
な
る
進
行

に
よ
り
、
学
校
の
小
規
模

化
に
伴
う
教
育
上
の
デ
メ

リ
ッ
ト
の
顕
在
化
や
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入

し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

代
表
質
問
者

戸
川
　
稔
朗 

議
員

代
表
質
問
者

中
島
　
好
路 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

石
田
典
男　
　

戸
川
稔
朗

清
川
雅
史　
　

成
田
眞
一

小
倉
孝
太
郎　

髙
橋
義
人

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部　

認　

中
島
好
路

古
川
雄
一　

長
郷
潤
一
郎

内
海　

基

ン
・
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
を
著

名
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し
、

産
地
や
農
産
物
の
魅
力
が

伝
わ
る
商
品
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
推
進
体
制

に
つ
い
て
は
、
生
産
者
、

米
の
集
出
荷
業
者
や
卸
業

者
に
加
え
、
飲
食
店
や
宿

泊
施
設
等
で
構
成
す
る

「
あ
い
づ
の
厳
選
米
生
産

推
進
協
議
会
」を
設
立
し
、

生
産
・
流
通
か
ら
販
売
ま

で
一
体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン

デ
イ
ン
グ
施
策
を
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

會
津
藩
校
日
新
館
移
転

構
想

▽
市
立
美
術
館
建
設
構
想

▽
防
災
の
今
後
の
課
題

と
と
も
に
、
小
中
一
貫
校

の
創
設
や
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
実
施
す
る
特
認
校

制
も
有
効
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

子
ど
も
の
育
ち
を
軸
に
、

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

育
み
、
地
域
の
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
工
業
振
興
計
画
の
策
定

▽��

会
津
准
看
護
高
等
専
修

学
校
へ
の
支
援

アイヅライスのイベント販売の様子

子どもたちと地域の方との交流
（放課後子ども教室）

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
代
表
）
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地
域
社
会
と
学
校
の
あ
り
方
の
検
討
は

住
民
要
望
に
対
す
る
予
算
の
考
え
方
は

  

庁
内
部
局
と
情
報
共
有
や
研
究
を
行
う

  

緊
急
性
や
優
先
順
位
な
ど
を
見
極
め
る

問　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
学
校
は
地
域
社
会

の
存
続
に
重
要
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
若
者
の
定
住

が
重
要
で
あ
り
、
５
年
10

年
先
を
見
据
え
た
政
策
の

事
業
化
が
必
要
で
す
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
教
育

活
動
、
若
者
の
定
住
に
つ

い
て
、
個
別
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
調
査
し
、
事
業

化
に
向
け
て
研
究
、
検
討

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
所
管
部
と
の

協
議
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

地
域
の
核
と
し
て
学

校
の
役
割
は
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

問　

令
和
２
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
、
住
民
要
望

に
対
す
る
予
算
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
は
、

道
路
や
側
溝
の
整
備
等
を

は
じ
め
と
し
て
、
福
祉
の

充
実
、
教
育
の
充
実
、
産

業
・
経
済
の
活
性
化
な
ど
、

数
多
く
の
多
様
な
ご
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
限
り
あ
る
財

源
の
中
で
、
緊
急
性
や
費

用
対
効
果
、
優
先
順
位
な

ど
を
見
極
め
、
予
算
編
成

に
臨
む
考
え
で
す
。

問　

住
民
要
望
に
対
す
る

対
応
結
果
の
報
告
が
、
地

域
住
民
に
対
し
て
不
十
分

で
は
な
い
で
す
か
。

　

各
地
区
や
各
種
団
体

等
か
ら
数
多
く
の
要
望
が

代
表
質
問
者

松
崎
　
新 

議
員

代
表
質
問
者

吉
田
　
恵
三 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

松
崎　

新　

丸
山
さ
よ
子

譲
矢　

隆　

髙
梨　

浩

創
風
あ
い
づ

目
黒
章
三
郎　

横
山　

淳

吉
田
恵
三　
　

村
澤　

智

で
地
域
社
会
と
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
個
別
具

体
的
な
調
査
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
庁
内

部
局
で
情
報
共
有
や
調
査

研
究
を
行
い
な
が
ら
、
取

組
を
進
め
ま
す
。

問　

地
区
の
課
題
を
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
地
域
づ

く
り
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

各
地
区
の
特
性
に
応

じ
た
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
公
共
交
通
、
土
地

利
用
規
制
、地
域
の
福
祉
、

定
住
二
地
域
、
公
共
施
設

再
編
、
学
校
施
設
利
活
用

等
の
幅
広
い
視
点
で
の
連

携
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

来
年
度
か
ら
行
政
評
価
に

取
り
上
げ
、
地
域
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
地
域
づ

く
り
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
一

つ
一
つ
丁
寧
に
実
施
の
可

否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

そ
の
回
答
は
、
文
書
や
対

話
集
会
等
に
お
い
て
行
っ

て
お
り
、
実
施
が
可
能
な

場
合
に
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
実
施
時
期
や
内
容
な

ど
も
含
め
て
回
答
す
る
な

ど
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
施
に
一

定
の
時
間
を
要
し
た
り
、

実
施
が
不
可
能
な
場
合
に

つ
い
て
も
、
理
由
を
含
め

詳
細
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

中学生と地域の方との交流（湊地区敬老会）

市長との対話集会の様子

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
代
表
）
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教
育
予
算
の
要
望
へ
の
対
応
は

空
家
等
対
策
計
画
の
最
重
要
課
題
は

  

緊
急
性
や
必
要
性
を
総
合
的
に
判
断

  

放
置
さ
れ
た
空
家
の
対
策
を
検
討

問　

学
校
施
設
の
環
境
整

備
に
関
す
る
要
望
や
、
学

校
運
営
に
関
す
る
経
費
の

増
額
等
の
要
望
が
多
く
出

さ
れ
、「
令
和
２
年
度
市

教
育
予
算
編
成
に
関
す
る

お
願
い
」
で
は
、
特
別
支

援
員
等
の
配
置
・
増
員
な

ど
人
的
体
制
の
充
実
を
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
教
育
予
算
編
成

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　

要
望
を
重
く
受
け
止

め
、
緊
急
性
や
必
要
性
を

総
合
的
に
判
断
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
の

予
算
に
つ
い
て
も
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
確

問　

令
和
２
年
度
に
お
い

て
は
、
10
件
の
各
種
個
別

計
画
や
構
想
が
更
新
時
期

を
迎
え
ま
す
。そ
の
う
ち
、

市
民
の
関
心
の
高
い
次
期

会
津
若
松
市
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
何
を
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
む
の
か

認
識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
空
家
等
対

策
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
や
専
門
家
、
地
域
住

民
の
方
々
と
連
携
し
、
空

家
の
発
生
抑
制
対
策
、
適

正
管
理
の
促
進
お
よ
び
利

活
用
対
策
の
取
組
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
所
有
者
等
へ
の

働
き
か
け
に
よ
る
適
正
管

理
や
売
買
・
賃
貸
に
つ
な

が
る
な
ど
対
策
の
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

代
表
質
問
者

大
山
　
享
子 

議
員

代
表
質
問
者

大
竹
　
俊
哉 

議
員

公
明
党

樋
川　

誠　

大
山
享
子

奥
脇
康
夫

み
ら
い
の
会

大
竹
俊
哉　

後
藤
守
江

小
畑　

匠

か
な
学
力
の
向
上
や
教
育

環
境
の
整
備
、
人
材
育
成

に
資
す
る
各
施
策
の
充
実

に
意
を
用
い
て
い
き
ま
す
。

問　

学
校
施
設
耐
震
化
推

進
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

今
後
必
要
と
な
る
改
修
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
等
の

吊
り
天
井
の
落
下
防
止
対

策
や
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
な
ど
、
一
部
未
実
施
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
進
め
、
安
全
安

心
な
教
育
環
境
の
さ
ら
な

る
整
備
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
防
災
・
減
災
対
策

▽�

新
ご
み
焼
却
施
設
整
備

計
画

▽�

都
市
計
画
道
路
の
整
備

状
況

▽
地
域
産
業
政
策

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
物
件

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
不

明
や
権
利
関
係
の
複
雑
化
、

立
地
条
件
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
重
要
課
題
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
検
証

し
な
が
ら
、
次
期
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
空
家
等

対
策
協
議
会
に
お
い
て
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
新
庁
舎
の
整
備

▽�

町
内
会
、
子
ど
も
会
の

運
営
へ
の
支
援

▽�

小
・
中
学
生
の
学
力
向

上
策

▽
市
民
栄
誉
賞
の
創
設

耐震化工事を行った教室

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
代
表
）

（令和元年12月末までの累計）
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日
光
市
か
ら
の
観
光
誘
客
策
は

神
指
の
観
光
資
源
の
整
備
と
利
活
用
は

  

観
光
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け
て
協
議

  

利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
研
究
す
る

問　

広
域
観
光
の
ル
ー
ト

づ
く
り
に
向
け
て
、
日
光

市
の
年
間
一
千
百
万
人
以

上
の
観
光
客
を
本
市
に
誘

客
す
る
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

日
光
市
は
外
国
人
観

光
客
の
割
合
が
高
い
た
め
、

サ
ム
ラ
イ
文
化
や
自
然
な

ど
を
活
か
し
て
さ
ら
な
る

誘
客
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

観
光
に
関
す
る
連
携
協
定

の
締
結
に
向
け
て
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

問　

新
潟
と
本
市
を
結
ぶ

観
光
ル
ー
ト
の
設
定
と
、

誘
客
の
た
め
の
施
策
は
。

　

新
潟
方
面
か
ら
空
港

や
港
を
利
用
す
る
観
光
客

に
対
し
、
食
・
酒
、
芸げ

い

妓ぎ

文
化
や
温
泉
等
の
広
域
周

遊
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
共

同
で
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

問　

国
際
友
好
都
市
で
あ

る
中
国
荊
州
市
に
対
し
、

漆
器
・
酒
・
温
泉
・
日
本

的
建
造
物
な
ど
物
語
性
の

あ
る
旅
行
商
品
を
つ
く
り
、

観
光
誘
客
す
べ
き
で
は
。

　

例
え
ば
旅
行
会
社
へ

の
情
報
提
供
や
、
魅
力
あ

る
旅
行
商
品
づ
く
り
等
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

魅
力
あ
る
会
津
若
松
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
協

働
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
事

業
の
枠
を
拡
大
す
べ
き

問　

神
指
地
区
に
は
神
指

城
跡
等
の
本
物
の
観
光
資

源
が
あ
る
も
の
の
整
備
が

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
整
備
と
利
活
用
方
針
は
。

　

観
光
客
の
入
込
み
や

周
辺
道
路
の
整
備
状
況
等

を
見
極
め
な
が
ら
、
利
便

性
の
向
上
に
向
け
た
整
備

の
あ
り
方
や
活
用
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

教
育
旅
行
の
誘
致
を

民
間
企
業
と
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

　

市
と
観
光
ビ
ュ
ー
ロ

ー
賛
助
会
員
で
あ
る
民
間

事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
教

育
旅
行
委
員
会
が
連
携
し

て
誘
致
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
さ
ら
な
る
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
で

あ
っ
て
も
住
宅
が
建
て
ら

れ
る
制
度
に
つ
い
て
、
十

分
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
り

個
別
に
許
可
を
得
た
場
合

に
は
住
宅
が
建
て
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
、
す
で
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
周

知
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
新
た
に
市
政
だ
よ
り

等
を
活
用
し
て
周
知
を
図

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

民
間
企
業
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
受
入
態
勢

▽�

史
跡
若
松
城
跡
総
合
整

備
計
画

▽
人
財
バ
ン
ク
の
取
組

創
風
あ
い
づ

目
黒
　
章
三
郎 

議
員

み
ら
い
の
会

小
畑
　
匠 

議
員

産 業 ・ 経 済

消
費
税
増
税
に
伴
う
対
策
は

  

消
費
喚
起
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支
援

問　

消
費
税
増
税
後
の
市

内
に
お
け
る
消
費
動
向
へ

の
影
響
は
把
握
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
増
税
に
伴

う
事
業
者
向
け
の
対
策
や
、

市
民
生
活
に
影
響
が
出
な

い
た
め
の
下
支
え
と
し
て

の
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
に
お
け
る
消
費

動
向
へ
の
影
響
は
一
定
程

度
あ
る
も
の
の
、
国
に
お

い
て
、
軽
減
税
率
制
度
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
等
の
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
限
定
的
か
つ
一

時
的
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
お

よ
び
市
民
生
活
へ
の
対
策

と
し
て
は
、
市
商
店
街
連

合
会
が
実
施
す
る
消
費
喚

起
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川
　
雄
一 

議
員

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
国
に
お
い
て
、
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
景
気
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
対
策

が
実
施
、
ま
た
は
検
討
さ

れ
て
い
る
た
め
、
今
後
は

そ
の
動
向
を
踏
ま
え
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

鶴
ケ
城
周
辺
公
共
施
設

利
活
用
構
想
に
つ
い
て

▽�

廃
校
に
な
っ
た
学
校
校

舎
の
今
後
の
活
用
お
よ

び
処
理
に
つ
い
て

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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桜
の
時
期
に
お
濠ほ

り

で
遊
覧
船
の
運
行
を

阿
賀
川
新
橋
梁
を
早
期
に
開
通
す
べ
き

会
津
野
菜
館
へ
の
出
荷
者
の
支
援
策
は

  

他
の
城
郭
の
事
例
を
参
考
に
研
究
す
る

  

２
０
２
０
年
代
前
半
に
事
業
完
了
予
定

  

補
助
事
業
と
併
せ
て
独
自
支
援
を
検
討

問　

平
成
28
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、
桜
が
咲
く

時
期
に
鶴
ケ
城
の
お
濠
内

で
の
ボ
ー
ト
の
遊
覧
に
関

す
る
私
の
質
問
に
対
し
て
、

文
化
庁
等
と
十
分
な
協
議
、

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
４
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
進
捗

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
の
遊
覧
に
つ

い
て
は
、
庁
内
の
関
係
部

局
で
協
議
を
行
い
、
事
業

主
体
に
よ
る
安
全
面
へ
の

配
慮
や
、
石
垣
な
ど
の
史

跡
保
護
に
対
す
る
措
置
が

計
画
さ
れ
れ
ば
、
遊
覧
の

許
可
が
可
能
と
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

問　

阿
賀
川
新
橋
梁
は
数

年
前
に
完
成
し
て
い
ま
す

が
、
取
り
付
け
道
路
の
整

備
が
進
ま
ず
、
道
路
の
開

通
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

阿
賀
川
新
橋
梁
の
役
割
や

重
要
性
を
認
識
し
、
早
期

に
開
通
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

阿
賀
川
新
橋
梁
か
ら

国
道
１
１
８
号
若
松
西
バ

イ
パ
ス
交
差
点
ま
で
の
開

通
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

県
よ
り
２
０
２
０
年
代
前

半
の
事
業
完
了
を
目
指
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

会
津
東
西
地
域
の
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
る
視
点
か
ら
、
市
町

村
合
併
支
援
道
路
と
し
て

県
に
強
く
要
望
し
た
経
緯

が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

県
と
連
携
し
、
早
期
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
区

か
ら
は
道
路
計
画
に
対
す

る
課
題
や
生
活
環
境
の
改

善
等
の
要
望
が
出
さ
れ
て

お
り
、
地
区
の
課
題
解
決

や
改
善
に
向
け
て
、
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

河
川
被
害
の
影
響
と
対

策
▽
景
観
計
画

▽�

三
本
松
宅
地
造
成
地
汚

染
残
土
の
処
分

▽
市
職
員
の
寒
冷
地
手
当

▽
新
市
建
設
計
画
見
直
し

問　

全
農
福
島
と
Ｊ
Ａ
会

津
よ
つ
ば
が
整
備
し
て
い

る
会
津
野
菜
館
へ
の
出
荷

者
に
対
す
る
支
援
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

会
津
野
菜
館
へ
の
出

荷
者
支
援
は
、
出
荷
に
要

す
る
農
業
者
の
労
力
軽
減

を
通
し
た
生
産
規
模
の
拡

大
や
出
荷
量
の
増
加
に
つ

な
が
る
た
め
、
会
津
野
菜

館
が
取
り
扱
う
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
な
ど
３
品
目
の
生
産

拡
大
に
向
け
、
各
種
補
助

事
業
の
活
用
に
向
け
た
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
市

独
自
の
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

問　

園
芸
作
物
の
高
温
対

策
等
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

産 業 ・ 経 済

創
風
あ
い
づ

村
澤
　
　
智 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

長
郷
　
潤
一
郎 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

成
田
　
眞
一 

議
員

問　

青
森
県
弘
前
市
の
お

濠
で
は
、
桜
が
咲
く
時
期

や
紅
葉
の
時
期
限
定
で
遊

覧
船
の
運
行
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
を
参
考

に
鶴
ケ
城
の
お
濠
で
も
観

光
誘
客
策
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
み
る
価
値
は

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
認

識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
濠
で
の
遊
覧
船
の

運
行
は
観
光
誘
客
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
が
、
費

用
対
効
果
や
周
辺
の
安
全

確
保
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
も
あ
る
た
め
、
他
の
城

郭
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
の
夏
期
の
高
温

に
よ
り
、
園
芸
作
物
の
品

質
や
収
量
の
低
下
が
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
施
設
園

芸
用
の
遮
光
資
材
や
自
動

か
ん
水
設
備
、
さ
ら
に
は

高
温
に
強
く
需
要
の
高
い

園
芸
品
目
の
導
入
に
よ
る

生
産
の
安
定
や
、
複
合
経

営
の
推
進
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

こ
れ
ま
で
の
園
芸
作
物

へ
の
生
産
支
援

▽
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進

▽�

三
本
松
地
区
宅
地
整
備

事
業
旧
第
３
工
区
の
土

地
利
用

建設・都市計画

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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各
学
校
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を

赤
井
谷
地
保
存
の
た
め
の
計
画
策
定
を

読
解
力
向
上
の
た
め
の
取
組
は

  

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
対
応

  

策
定
に
向
け
て
県
と
協
議
中

  

Ｎ※
エ
ヌ
ア
イ
イ
ー

Ｉ
Ｅ
や
家う

ち
ど
く読

な
ど
の
取
組
を
推
進

問　

各
小
・
中
学
校
の
修

学
旅
行
や
ア
ル
バ
ム
等
の

費
用
に
お
い
て
、
最
高
額

が
最
低
額
の
倍
以
上
に
も

な
る
も
の
が
あ
り
、
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
の
影
響

に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担

を
抑
え
る
こ
と
が
難
し
い

学
校
も
あ
る
の
で
は
と
考

え
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、

各
学
校
が
抱
え
る
こ
う
し

た
課
題
を
調
査
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
支
援
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

各
学
校
の
実
情
が
異

な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

解
決
方
法
を
研
究
し
、
各

学
校
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

例
え
ば
、
遠
足
や
修
学
旅

行
を
学
校
合
同
で
行
う
な

ど
各
学
校
の
要
望
に
応
じ

た
支
援
を
す
る
こ
と
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
活

用
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ル
バ
ム
作
成
の
手
法
を
提

案
す
る
こ
と
は
可
能
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
教
員
の
仕
事
量
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

各
学
校
の
状
況
を
十
分
に

見
極
め
な
が
ら
、
提
案
や

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
長
会
等
に
お
い

て
、
各
学
校
の
修
学
旅
行

や
ア
ル
バ
ム
等
の
費
用
を

示
し
、
そ
の
差
に
つ
い
て

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
も

可
能
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

赤
井
谷
地
の
地
下
水

流
出
抑
止
の
た
め
に
、
県

営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
赤
井
地
区
に
お
い
て

延
長
約
９
０
０
ｍ
に
わ
た

り
鋼
矢
板
を
敷
設
し
ま
し

た
が
、
地
下
水
の
流
出
は

止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
な
る
土
木
的
手
法
を
講

じ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

赤
井
谷
地
沼
野
植
物

群
落
保
存
管
理
指
導
会
議

で
は
、
緊
急
に
追
加
対
策

が
必
要
と
の
意
見
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
調

査
を
継
続
し
な
が
ら
、
湿

原
の
状
態
を
慎
重
に
観
察

し
、
対
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

赤
井
谷
地
の
湿
原
回

復
の
た
め
に
、
改
正
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
を

策
定
し
、
国
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る

認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
計
画
の
策
定

に
向
け
て
県
と
協
議
し
て

お
り
、
赤
井
谷
地
に
つ
い

て
も
、
こ
の
計
画
に
盛
り

込
む
こ
と
が
保
存
・
活
用

に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

令
和
２
年
度
予
算
編
成

方
針
と
今
後
の
財
政
運

営

問　

本
市
の
小
・
中
学
生

一
人
当
た
り
の
読
書
冊
数

を
伺
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
学
期
に

調
査
し
た
一
ヶ
月
の
平
均

読
書
冊
数
に
つ
い
て
は
、

小
学
１
年
生
が
11
冊
、
小

学
６
年
生
が
５
・
３
冊
、

中
学
３
年
生
が
２
冊
で
あ

り
、
平
成
30
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

問　

読
解
力
向
上
へ
の
取

組
を
伺
い
ま
す
。

　

新
聞
を
教
材
と
し
た

「
Ｎエ

ヌ
ア
イ
イ
ー

Ｉ
Ｅ
」
や
家
族
と
読

書
す
る
「
家う

ち
ど
く読
」
の
推
進
、

小
・
中
学
校
へ
の
図
書
館

支
援
員
の
配
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

で
の
問
題
文
の
分
析
や
読

解
力
の
つ
ま
づ
き
発
見
等
、

授
業
改
善
に
向
け
た
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

小
・
中
学
校
に
お
い

て
図
書
館
支
援
員
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
。

　

現
在
、
５
名
の
図
書

館
支
援
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
が
、
各
学
校
か
ら
の

配
置
要
望
が
多
く
、
十
分

な
時
間
の
確
保
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

河
東
地
区
と
中
心
市
街

地
と
の
ア
ク
セ
ス

▽�

河
東
地
区
の
交
通
安
全

の
確
保

▽
広
田
西
公
園
の
活
用

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

丸
山
　
さ
よ
子 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤
　
基
雄 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉
　
孝
太
郎 

議
員

教 育 ・ 文 化

※
Ｎ
Ⅰ
Ｅ
と
は

学
校
な
ど
で
新
聞
を
教
材

と
し
て
活
用
し
、
興
味
や

関
心
の
幅
を
広
げ
る
取
組
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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聖
火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
る
取
組
は

県
立
病
院
跡
地
は
公
社
が
取
得
す
べ
き

今
後
の
工
業
団
地
等
の
取
得
や
整
備
は

  

沿
道
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
を
検
討

  

地
価
高
騰
な
く
市
が
直
接
取
得
見
込
み

  

公
社
の
あ
り
方
と
並
行
し
て
調
査
研
究

問　

聖
火
リ
レ
ー
を
応
援

す
る
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
会
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
検
討
し
て
い
る
の

か
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
レ
ー
が
通
過
す
る

沿
道
で
、
市
民
団
体
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
の

実
施
や
、
周
辺
町
村
と
連

携
し
た
取
組
を
計
画
し
て

お
り
、
広
域
的
な
機
運
醸

成
を
図
り
な
が
ら
、
聖
火

リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
ラ
ン
ナ
ー
の
後
方
を

地
域
の
方
々
が
追
走
す
る

「
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
」

の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

コ
ー
ス
等
の
決
定
後
に
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問　

よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
聖
火
リ
レ
ー
に
参

画
で
き
る
取
組
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
が
運
営

に
直
接
携
わ
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、「
サ
ポ
ー
ト

ラ
ン
ナ
ー
」
へ
の
子
ど
も

た
ち
の
参
画
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
伴
う
課
題

▽
会
津
花
火

▽
今
後
の
大
型
事
業

問　

県
立
病
院
跡
地
を
購

入
す
る
考
え
の
よ
う
で
す

が
、
取
得
時
期
が
未
定
で

あ
る
な
ら
ば
、
会
津
若
松

地
方
土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
す
べ
き
で
は
。

　

現
在
、
跡
地
取
得
に

つ
い
て
県
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
地

価
の
高
騰
な
ど
先
行
取
得

が
必
要
と
な
る
状
況
に
は

な
い
た
め
、
県
市
町
村
振

興
基
金
を
活
用
し
て
市
が

直
接
取
得
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

問　

今
年
度
に
公
社
か
ら

取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
、

目
的
ど
お
り
活
用
さ
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

取
得
し
た
土
地
の
目

的
は
、
河
東
町
の
東
長
原

地
区
と
広
田
地
区
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
狭き

ょ
う
あ
い隘

区
間
を

問　

10
市
町
村
で
構
成
す

る
会
津
若
松
地
方
土
地
開

発
公
社
の
平
成
30
年
度
決

算
で
は
、
こ
こ
数
年
、
本

市
を
含
め
公
社
を
通
し
て

の
土
地
取
得
は
な
い
。
公

社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
認

識
を
示
せ
。

　

公
社
は
、
こ
れ
ま
で

10
市
町
村
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
、
土
地
の
先
行
取

得
や
工
業
団
地
造
成
事
業

等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
地
価
の
急
激

な
上
昇
が
見
ら
れ
ず
、
土

地
の
先
行
取
得
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
公
社
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
自

治
体
の
担
当
課
長
会
議
に

お
い
て
調
査
研
究
や
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
工
業
団
地
等

の
土
地
取
得
や
整
備
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

　

公
社
に
よ
る
工
業
団

地
造
成
の
用
地
取
得
や
造

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
公

社
の
あ
り
方
の
検
討
と
並

行
し
て
調
査
研
究
も
必
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
事
業
用
地
に
つ
い

て
は
、
市
に
よ
る
取
得
を

基
本
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

補
助
金
等
の
交
付
規
則

に
明
記
さ
れ
な
い
負
担

金
の
あ
り
方

▽�

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
事
業
を
負
担
金
で

実
施
す
る
理
由

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海
　
　
基 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢
　
　
隆 

議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

教 育 ・ 文 化

拡
幅
す
る
た
め
で
あ
り
、

道
路
用
地
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

問　

取
得
し
た
用
地
は
速

や
か
に
目
的
ど
お
り
活
用

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

活
用
時
期
を
伺
い
ま
す
。

　

す
で
に
着
手
し
た
道

路
の
整
備
状
況
や
、
他
の

幹
線
道
路
と
の
優
先
順
位

等
を
踏
ま
え
、
見
定
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
の
今
後
の
展
開

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）

行  財  政
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現
在
、
市
職
員
や
施

設
管
理
者
、
地
域
住
民
の

方
々
を
対
象
と
し
た
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

避
難
所
と
な
る
べ
き

大
戸
中
学
校
に
お
い
て
、

裏
山
の
岩
の
落
下
防
止
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　

県
に
お
い
て
擁よ

う

壁へ
き

の

設
置
等
の
対
策
事
業
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
避
難
所
と
し
て
の
安

全
確
保
が
図
ら
れ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
最
適
な
情
報
提
供
を

台
風
19
号
時
の
ダ
ム
と
水
位
の
状
況
は

避
難
が
必
要
な
世
帯
の
最
大
数
は

  

効
果
的
な
広
報
や
方
法
等
を
検
討

  

事
前
の
放
流
対
応
に
よ
り
危
険
を
回
避

  

最
大
規
模
の
降
雨
で
約
２
万
世
帯
弱

問　

台
風
19
号
の
避
難
勧

告
は
、
市
民
が
避
難
行
動

を
と
る
判
断
材
料
が
不
足

し
て
い
た
の
で
は
。

　

避
難
対
象
エ
リ
ア
等

の
情
報
提
供
に
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
効
果
的
な
広

報
に
向
け
て
、
避
難
対
象

エ
リ
ア
ご
と
の
広
報
内
容
、

方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

問　

市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
放
送
設

備
の
充
実
・
整
備
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

　

放
送
設
備
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
今
後
、
各
町

内
会
の
考
え
方
な
ど
を
把

握
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

避
難
所
の
開
設
・
運

営
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
と
の
協
働
運
営
を
前

提
と
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

問　

台
風
19
号
に
よ
る
大

雨
や
水
害
に
備
え
、
湯
川

沿
い
の
住
民
に
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

か
ら
は
、
阿
賀
川
や
湯
川
、

東
山
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ダ

ム
の
貯
水
量
と
放
流
に
対

す
る
不
安
や
、
川
の
水
位

に
対
す
る
心
配
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
し
た
か
。

　

大
川
ダ
ム
で
は
、
過

去
最
大
の
流
入
量
、
洪
水

調
節
量
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
事
前
放
流
等
の
対
応

に
よ
り
、
ダ
ム
下
流
の
河

川
水
位
を
約
１
・
６
㍍
低

減
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た

た
め
、
緊
急
放
流
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

東
山
ダ
ム
は
放
流
量
を
人

為
的
に
操
作
で
き
な
い
自

然
調
節
方
式
の
ダ
ム
で
す

が
、
台
風
前
の
貯
水
位
が

低
か
っ
た
こ
と
や
湯
川
の

河
川
整
備
等
に
よ
り
、
河

川
の
水
位
の
大
幅
な
上
昇

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

今
後
も
大
雨
に
よ
る

水
害
は
予
想
さ
れ
ま
す
。

浸
水
想
定
１
㍍
以
上
の
地

域
に
は
垂
直
避
難
の
啓
発

も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

大
規
模
店
舗
等
と
垂

直
避
難
に
関
す
る
災
害
時

応
援
協
定
等
を
結
び
、
避

難
環
境
を
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

河
川
の
氾
濫
や
堤
防

の
決
壊
に
対
す
る
認
識
と
、

大
規
模
な
洪
水
や
浸
水
に

よ
り
避
難
が
必
要
と
な
る

世
帯
数
の
最
大
想
定
値
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

想
定
し
得
る
最
大
規

模
の
降
雨
の
際
の
、
国
や

県
管
理
の
河
川
に
お
け
る

浸
水
想
定
区
域
図
が
公
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

基
に
水
害
等
の
危
険
箇
所

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る

浸
水
想
定
が
50
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
世
帯
数
は
、

現
時
点
で
約
２
万
世
帯
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

防
災
情
報
メ
ー
ル

（
あ
い
べ
あ
）
の
登
録
人

数
や
利
用
者
数
の
推
移
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

髙
梨
　
　
浩 

議
員

創
風
あ
い
づ

横
山
　
　
淳 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部
　
　
認 

議
員

生 活 ・ 環 境

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
の

登
録
状
況
は
、
平
成
25
年

度
で
は
約
２
７
０
０
人
、

令
和
元
年
11
月
末
日
現
在

で
は
９
１
１
３
人
と
推
移

し
て
い
ま
す
。

問　

災
害
が
起
こ
り
得
る

際
の
市
職
員
配
置
の
基
準

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

事
前
配
備
体
制
で
は
、

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、

建
設
部
、
教
育
委
員
会
の

所
属
職
員
の
10
％
を
、
ま

た
、
警
戒
配
備
体
制
で
は
、

関
係
各
部
課
を
加
え
た
所

属
職
員
の
20
％
を
動
員
す

る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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高
齢
者
の
公
共
交
通
利
用
の
促
進
を

（
仮
称
）
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

国
が
制
度
化
す
る
前
に
接
種
の
助
成
を

  

持
続
可
能
で
効
果
的
な
あ
り
方
を
検
討

  

県
の
動
向
を
踏
ま
え
条
例
を
研
究
す
る

  

定
期
接
種
化
後
速
や
か
に
助
成
を
実
施

問　

高
齢
者
の
免
許
証
自

主
返
納
を
促
す
た
め
、
70

歳
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
、
タ
ク
シ

ー
を
含
め
た
公
共
交
通
利

用
促
進
の
施
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

現
在
、
外
出
が
困
難

な
方
を
対
象
に
高
齢
者
車

い
す
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
介
護
予
防
や
公

共
交
通
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
、
持
続
可
能
で
効
果

的
な
高
齢
者
外
出
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

問　

Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
導

入
が
実
現
で
き
れ
ば
、
国

の
政
策
等
に
絡
め
た
ポ
イ

ン
ト
付
与
等
さ
ま
ざ
ま
な

本
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
へ

発
展
で
き
、
さ
ら
な
る
支

援
策
と
な
り
得
る
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
者
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
将
来
的
な
導
入

を
表
明
し
て
お
り
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用
し

た
Ｍ※

マ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
と

連
携
し
た
活
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

緊
急
時
に
お
け
る
高
齢

者
を
含
め
た
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
対
応

▽�

消
費
税
増
税
に
伴
う
政

策
▽
農
業
政
策

問　

本
市
の
聴
覚
障
が
い

者
の
数
と
、
特
に
重
度
の

聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
す
る
方
の
数
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
が

い
者
を
取
り
巻
く
現
状
へ

の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
現
在
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所

持
す
る
聴
覚
障
が
い
の
方

は
７
２
６
名
で
す
。
そ
の

う
ち
２
級
以
上
の
重
度
障

が
い
の
方
は
１
３
９
名

で
、
そ
の
半
数
近
く
が
手

話
を
日
常
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
方
は
、
社
会
生
活

上
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

多
く
の
自
治
体
で
手

話
言
語
条
例
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も

問　

令
和
２
年
10
月
よ
り

国
に
お
い
て
定
期
接
種
が

開
始
さ
れ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

年
度
開
始
当
初
か
ら
定
期

接
種
化
ま
で
の
期
間
、
市

に
よ
る
助
成
を
行
う
考
え

が
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
法
で
定
期

接
種
化
さ
れ
た
の
ち
の
、

速
や
か
な
助
成
の
実
施
に

向
け
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

問　

重
篤
に
な
り
や
す
い

基
礎
疾
患
を
も
つ
乳
幼
児

に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成

は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

　

現
在
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
、
定
期
接
種
と

さ
れ
る
高
齢
者
に
対
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
国
の
方

針
に
沿
っ
て
予
防
接
種
の

適
切
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

問　

保
育
人
材
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
支
援

強
化
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

保
育
士
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
保

育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

事
業
な
ど
、
国
が
実
施
し

て
い
る
支
援
制
度
の
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
市
の
収
入
向
上
策

公
明
党

奥
脇
　
康
夫 

議
員

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田
　
俊
広 

議
員

み
ら
い
の
会

後
藤
　
守
江 

議
員

（
仮
称
）
手
話
言
語
条
例

を
つ
く
り
、
聴
覚
障
が
い

者
の
人
と
し
て
の
権
利
を

守
り
、
生
活
環
境
の
改
善

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

手
話
は
日
本
語
と
異

な
る
言
語
で
あ
り
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
大

事
な
「
目
で
見
る
言
語
」

で
す
。
引
き
続
き
、
手
話

通
訳
士
等
の
施
策
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
県
の
動

向
を
踏
ま
え
、
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

※
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
と
は

目
的
地
ま
で
の
最
適
な
交

通
手
段
（
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
等
）
を
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
一
括
し
て

検
索
・
予
約
・
決
済
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
（
個
人
）
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市民との意見交換会
を開催しました！

第23回

意見交換会でいただいた主な意見等とその回答

令和元年11月11日から14日まで市内15会場におい
て23回目の市民との意見交換会を開催しました。15
会場で延べ203名にご参加いただき、さまざまなご
意見を伺うことができました。

第23回市民との意見交換会で出された意見等についていくつか紹介いたします。

台風19号時の避難場所について
問　避難所であった一箕公民館は、高齢

者の避難場所として適切であったのか。
高齢者に関しての避難場所の検討が必
要ではないか。また、エレベーターも
必要であり、今後の対応策が求められ
る。
　<事後処理結果>

　　11月21日に危機管理課に確認したと
ころ、「一箕地区については、土砂災害
が発生する可能性があったため、不安
を抱く方を対象として、一箕公民館を
自主避難所として開設し、避難勧告発
令後は、継続して避難所としました。
一箕公民館には１階もありますので、
避難をする方の特性に合った施設の活
用を図ります。」との回答がありまし
た。

９月定例会の要望的意見について
問　11月１日発行の広報議会に掲載され

ている９月定例会の報告の中で、「道路
に関する市民要望に対する計画的な事
業執行の必要性について」の要望的意
見が出されたが、どうしてなのか。
　道路における市民要望については、
平成29年度からの繰り越し分を含め平
成30年度は805件ありましたが、その
うち110件しか対応できていなかった
ことから、市民の要望に十分に応えら
れていないと考えたため、要望的意見
を出しました。

新庁舎建設について
問　新庁舎の建設場所は、現在の庁舎の

場所に決まったということで間違いな
いか。
　第７次総合計画において、現在の庁
舎を中心とする建設場所が示されてお
り、市議会に
おいて議決し
ました。建設
場所について
は変わる予定
はありません。

県立病院跡地について
問　県立病院跡地の利活用について、ど

のようになっているのか。
　平成31年４月に基本構想が策定され、
子ども子育て施設を中心とした複合施
設が検討されているところです。

防災について
問　今後、防災について、真剣に考えて

いかなければならない。まずは防災に
対する市民への啓発が重要である。
　日ごろから防災の準備は必要です。
地域によって状況が異なるので、自分
の地域の状況を把握することが重要で、
そうしたところから地域の問題、課題
を把握すべきと考えます。行政だけに
頼るのではなく、自らが準備して行動
することが求められています。
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イノシシ対策について
問　くくり罠を仕掛ける方を、中山

間地各集落に１名ずつ配置できる
よう増員をお願いしたい。
　<事後処理結果>

　　11月25日に農林課に確認したと
ころ、「平成30年度における湊・大
戸地区の罠を仕掛ける一般隊員に
ついて、地区ごとに従来の２名か
ら５名まで増員し、体制強化を図
った結果、平成30年度のイノシシ
の有害捕獲数15頭に対し、令和元
年度は９月末現在で、33頭の捕獲
実績となっています。今後は、地
区区長と協議を行い、さらなる体
制の強化に向け
て検討していき
ま す。」 と の 回
答がありました。

防犯灯のＬＥＤ化について
問　居合団地からヨークベニマル一箕町店までの旧

道（市道一箕３－97号線）の防犯灯をすべてＬＥ
Ｄにしてほしい。
　<事後処理結果>

　　11月20日に現場を確認し、同日道路維持課に確
認したところ、「本市の公設防犯灯は約300灯あり、
灯具の故障等があったものからＬＥＤ灯への交換
を行い、現在約80灯がＬＥＤ灯になりました。市道一箕３－97号線の現状は、全10
灯のうち４灯がＬＥＤ灯となっており、今後、故障等があったものからＬＥＤ灯へ
交換していきます。」との回答がありました。

大塚山墓園の道路について
問　大塚山墓園内の車道が狭い。歩道部分が二重となって

いるため、車道側の歩道の一部を車道へと編入してほしい。
　<事後処理結果>

　　11月20日に現場を確認しました。大塚山墓園内の車道
は狭く、交通量も多くありました。
　同日、道路維持課に確認したところ、「本道路は墓地
公園として整備されたものが、市道に移管されたものであるため、現状のようにな
っています。墓地内の道路なので慎重に検討していきます。」との回答がありまし
た。

火の見櫓
やぐら

について
問　火の見櫓を撤去する予定はどのようにな

っているのか。
　<事後処理結果>

　　11月13日に危機管理課に確認したところ、
「火の見櫓については、本来の役割が終了
し老朽化も進んでいることから、順次撤去
していきます。」との回答がありました。

　　【参考】
　・�平成29年１月に建設部と火の見櫓の現状

を確認し、Ａ～Ｃでランク付け実施
　・�平成30年10月に建設部とＢランクの火の

見櫓を中心に再度現状確認
　※平成29年１月時点（合計42カ所）
　　〇Ａ（良好）17カ所
　　〇Ｂ（使用可能）22カ所
　　〇Ｃ（すぐに解体が必要）３カ所
　・�すでにＣの３カ所とＢの１カ所について

は解体済み
　・�令和元年度にＢの４カ所解体予定
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意見交換会でいただいた主な意見等とその回答

簡易水道について
問　湊の３地区にある簡易水道につ

いて、市への移管予定はどのよう
になっているのか。
　<事後処理結果>

　　11月12日に健康増進課に確認し
たところ、「湊の３地区の民間簡
易水道については、平成30年度に
現状調査を実施し、その調査結果
を基に整備計画案を策定していま
す。令和２年度には地区との協議
を行っていく予定です。」との回
答がありました。

桜の木の剪定について
問　西七日町児童館の横にある桜の木が成長

し、車両通行の妨げとなっているため、剪
定してほしい。
　<事後処理結果>
　11月15日に現場確認後、
花と緑の課に確認したとこ
ろ、「早急に対応します」
との回答を得ました。
　なお、花と緑の課より、
12月２日に対応が完了した
ことの報告がありました。

～意見交換会報告書の閲覧ができます～
市議会ホームページ、議会事務局、各地区公民館、コミュ

ニティセンター等において各地区の意見交換会報告書を閲覧
することができますので、ぜひご覧ください。

会場アンケートの結果について
第23回市民との意見交換会の開催会場でアンケートを実施しました。
いただいた意見については今後の開催に向けて参考とさせていただきます。

問　�本日の地区別テーマは良かったですか。今後、どのようなテーマを取り上げて
ほしいですか。

問　�意見交換会の進め方は良かったですか。改善点はありますか。

【回答】
・初めての参加でしたが、とても良かった。
・今後も暮らしに関する問題を取り上げてほしい。
・テーマは良かったが、細部にわたった議論ができなかったため残念であった。
・広いテーマであったため、もっと絞ってほしい。
・若い人を対象とした意見交換会が必要である。
・議員と意見交換できるのは、とても有意義である。続けてほしい。

【回答】
・同じ人からの意見が多かった。参加者みんなが意見を言えるようにしてほしい。
・主婦の参加が少ない理由は、時間的な問題があると思う。
・もっと気軽に多くの人が参加できるととてもよいと思う。
・質問に対し的確に答えてもらい、理解しやすかった。
・質疑応答方式でよいと思う。
・司会をはじめ、運営方法も大変良かった。

主な意見を掲載しています。

意見交換会報告書
が閲覧できるホー
ムページはこちら⇒
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あいづわくわく学園の皆さんが
市議会を傍聴しました！

　12月10日（火）の市議会定例会では、あ
いづわくわく学園のカリキュラムの一環とし
て、多くの学園の皆さんが傍聴されました。
　初めて議会を傍聴する方が多く、興味深げ
に傍聴されていました。

　本市議会の定例会は、年４回（２月、６
月、９月、12月）開かれます。
　本会議は午前10時に、各委員会は午前９
時30分に開会されます。
　次回の２月定例会の日程は23㌻に掲載し
たとおりです。入退場も自由にできますので、
お気軽にお越しください。
　なお、20名以上の団体で傍聴を希望する
場合は、事前に議会事務局までご連絡くださ
い。

【議会事務局：TEL39-1323】

市議会の傍聴においでください

国会や県議会は傍
聴したことがありま
すが、議員について
はあまり良い印象を
持っていませんでし
た。本日初めて市議

会の一般質問を傍聴したところ、議員が
よく考え、私たちの目線に立って質問を
しており、非常に感心しました。

また、市側の答弁についても具体的に
回答しており、市民ファーストで議会を
運営していると感じました。

議場については、重厚感があり歴史を
感じるところではありますが、もっと明
るい雰囲気にしてほしいと思いました。

齋藤 俊藏さん

私も初めて市議会
を傍聴しました。も
ともと市議会議員に
対しては選挙の時に
気にかける程度で、
どのようなことをし

ているのかあまり分かりませんでした。
本日、市議会議員の質問を聞いたところ、
私が知らないところでよく調べ、一生懸
命頑張っていることが分かりました。

市側の答弁については無難な答えであ
り、もどかしさを感じました。もっとス
ピード感を持って事業を進めていただき
たいと思いました。

私はまちづくりに関して興味があるた
め、今後も議題によってはまた傍聴に来
たいと思います。

齋藤 ヒロ子さん

本会議を傍聴した感想を伺いました


